
〇
福
島
県
支
部

山
田
書
記
次
長

◆
０
八
春

闘
総
括
。

二
月
九
日

に
支
部
春

闘
討
論
集
会
に
三
四
名
参
加
。

四
月
八
日
に
は
四
分
会
交
流

会
を
開
催
し
、
全
体
で
約
四

〇
名
参
加
。
春
闘
で
は
一
人

一
要
求
を
集
約
し
、
現
場
で

の
交
渉
を
目
標
に
取
組
み
を

し
て
き
た
。
実
際
に
行
っ
た

所
、
継
続
中
の
所
あ
り
。

◆
今
後
の
取
組
み
と
し
て
、

現
場
で
解
決
で
き
な
か
っ
た

問
題
は
地
本
に
上
げ
て
団
交

で
解
決
を
図
る
よ
う
、
五
月

に
は
全
分
会
が
団
交
を
実
施

で
き
る
よ
う
業
務
部
と
連
携

を
取
る
。
ま
た
総
括
を
深
め

る
た
め
に
、
六
月
七
日
に
全

分
会
・
全
班
総
決
起
集
会
を

開
催
し
、
支
部
総
括
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

◆
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
組

み
。
福
島
駅
に
新
規
採
用
者

が
配
属
。
会
社
へ
組
合
説
明

の
場
を
要
求
し
た
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
無
理
と

回
答
。
後
日
歓
迎
の
チ
ラ
シ

な
ど
を
入
れ
た
封
書
を
手
渡

し
。
不
在
の
方
に
は
ロ
ッ
カ
ー

へ
。
他
労
組
情
報
で
は
二
三

日
に
は
加
入
し
た
と
の
こ
と

で
あ
り
、
寮
な
ど
で
加
入
を

し
た
と
見
ら
れ
る
が
詳
細
は

後
日
。

〇
宮
城
県
支
部

秋
山
執
行
委
員
長

◆
０
八
春

闘
総
括
。

学
習
と
交

流
を
支
部

方
針
に
、
三
月
に
支
部
委
員

会
を
開
催
。
学
習
会
と
し
て

全
逓
の
仲
間
を
講
師
に
迎
え
、

郵
政
職
場
の
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
過
と
現
状
報
告
を
受

け
た
。

◆
交
流
と
し
て
、
仙
台
分
連

協
を
中
心
に
、
北
部
現
業
交

流
会
を
継
続
中
。
二
月
の
交

流
会
で
は
職
場
環
境
改
善
を

中
心
に
共
通
の
要
求
を
集
約

し
、
建
築
分
会
で
は
職
場
要

求
に
追
加
。

◆
国
労
東
北
と
仙
台
総
行
動

の
二
つ
の
集
会
に
は
支
部
で

六
割
の
動
員
。
各
分
会
役
員

の
努
力
と
支
部
役
員
の
オ
ル

グ
の
結
果
。

◆
一
人
一
要
求
か
ら
現
場
長

申
し
入
れ
に
向
け
て
議
論
を

展
開
し
て
き
た
。
現
場
長
申

し
入
れ
、
話
し
合
い
は
九
分

会
（
仙
台
駅
、
仙
台
保
線
区
、

建
築
区
、
信
通
区
、
仙
台
・

宮
城
野
運
輸
区
・
貨
物
宮
城
・

小
牛
田
運
輸
区
・
小
牛
田
保

線
区
・
東
工
所
）
。

◆
一
月
末
に
仙
台
・
宮
城
野

運
輸
区
で
脱
退
者
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
二
月
、
四
月
に
組

織
強
化
・
拡
大
行
動
委
員
会

を
開
催
。
身
近
に
い
る
仲
間

を
一
人
に
し
な
い
で
皆
で
声

掛
け
を
し
て
纏
ま
り
を
作
る

こ
と
が
大
事
。
ま
た
新
規
採

用
者
対
策
で
は
郡
山
駅
連
な

ど
他
の
分
会
か
ら
取
組
み
を

学
び
実
施
（
仙
台
電
力
、
建

築
で
は
呼
び
か
け
の
チ
ラ
シ

を
作
成
し
手
渡
し
）
。

残
念
な
が
ら
加
入
に
至
ら

ず
他
労
組
へ
。
な
お
他
労
組

は
寮
で
の
加
入
手
続
き
を
指

示
さ
れ
て
い
た
模
様
。

◆
も
う
一
つ
の
課
題
は
分
会

間
交
流
。
営
業
職
場
で
は
春

闘
期
な
ど
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

設
備
関
係
職
場
等
、
他
系
統

に
も
拡
大
し
た
い
。

〇
仙
総
支
部

原
子
書
記
長

◆
春
闘
は

二
つ
の
柱
。

一
つ
は
分

会
運
動
の

活
性
化
。
昨
年
十
二
月
に
支

部
闘
争
委
員
会
を
立
上
げ
、

こ
れ
ま
で
四
回
開
催
し
現

場
長
要
請
行
動
ま
で
の
運
動

を
提
起
し
意
思
統
一
、
更
に

各
分
会
業
務
部
長
会
議
で
春

闘
要
求
の
提
起
と
「
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
業
務
改
善
」
に

向
け
た
流
れ
を
意
思
統
一
。

一
月
二
九
日
に
「
二
〇
〇

八
年
度
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

関
係
業
務
改
善
」
の
提
案
。

交
渉
以
前
の
問
題
と
し
て
一

部
労
組
に
資
料
が
回
覧
さ
れ

て
い
た
事
実
が
発
覚
。

大
き
な
問
題
は
直
外
区
分

見
直
し
だ
が
、
根
拠
が
曖
昧
。

請
負
う
協
力
会
社
へ
の
教
育

も
全
く
不
十
分
で
あ
り
、
安

全
や
品
質
の
問
題
が
大
き
い
。

一
昨
年
の
労
災
死
亡
、
昨

年
に
は
車
両
か
ら
転
落
し
骨

折
す
る
大
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
職
場
か
ら
し
っ
か
り

と
捉
え
る
。
団
交
で
も
主
張
。

◆
現
場
長
要
請
行
動
の
前
段
、

チ
ャ
レ
サ
ポ
の
指
定
に
つ
い

て
差
別
の
な
い
よ
う
に
、
ま

た
門
馬
さ
ん
の
運
転
士
復
帰

の
要
請
を
総
務
科
へ
。

◆
職
場
要
求
要
請
行
動
は
各

科
の
温
度
差
～
組
合
の
要
請

書
作
成
、
社
員
代
表
の
要
請

書
、
口
頭
で
話
し
合
い
な
ど
。

前
段
に
支
部
は
総
務
科
に

対
し
要
請
に
対
す
る
対
応
を

求
め
て
き
た
が
、
「
要
請
・

交
渉
は
職
場
に
な
い
」
と
い

う
態
度
。
結
果
は
四
分
会
全

て
（
六
科
中
五
科
）
が
科
長

と
話
を
持
ち
「
検
討
す
る
」

な
ど
進
展
も
。

◆
も
う
一
つ
の
柱
は
大
衆
行

動
。
三
月
六
日
に
一
〇
五
名

を
結
集
し
支
部
集
会
を
開
催
。

三
・
七
と
三
・
八
へ
向
け
た

意
思
統
一
。
三
・
七
は
四
二

名
の
参
加
。
集
会
終
了
後
の

三
工
場
交
流
会
は
全
体
で
四

六
名
が
参
加
、
職
場
実
態
を

報
告
し
、
交
流
と
懇
親
を
深

め
た
。
三
・
八
に
は
七
五
名

が
参
加
し
総
括
で
は
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
内
容
が

問
わ
れ
て
お
り
、
準
備
会
に

反
映
し
た
い
。

◆
今
春
闘
の
大
き
な
成
果
は

会
社
の
施
設
利
用
。
三
月
一

九
日
に
総
務
科
の
大
会
議
室

で
車
体
分
会
の
集
会
。
前
段

に
は
地
本
書
記
長
が
総
務
科

へ
挨
拶
、
総
務
科
長
と
名
刺

交
換
。
今
後
は
意
見
交
換
ま

で
繋
げ
た
い
。

◆
機
関
紙
活
動
の
活
性
化
～

春
闘
期
に
集
中
し
て
発
行
を
。

◆
組
織
拡
大
～
具
体
的
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
も
含
め
組
対
会
議

を
継
続
。
四
月
に
は
総
務
科

に
対
し
、
新
入
社
員
の
組
合

加
入
は
「
公
平
・
公
正
」
な

扱
い
を
求
め
て
き
た
。

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
～
東
日
本
本

部
で
作
成
の
チ
ラ
シ
を
他
労

組
へ
手
渡
し
。
本
部
作
成
の

四
・
二
五
の
安
全
問
題
の
チ

ラ
シ
を
利
府
地
区
に
配
布
。

〇
郡
工
支
部

橋
本
執
行
委
員
長

◆
拡
大
執

行
委
員
会

に
お
い
て

春
闘
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
議
論
。

支
部
と
し
て
総
務
科
へ
「
正

常
な
労
使
関
係
を
求
め
る
要

請
書
」
を
作
成
し
要
請
を
行
っ

た
。
分
会
で
も
車
体
分
会
は

組
集
会
を
開
催
、
装
置
科
分

会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
、
組
合
員
の
要
求
を
吸
い

上
げ
、
春
闘
要
求
と
職
場
要

求
を
現
場
長
へ
要
請
。

◆
職
場
集
会
を
年
代
別
（
五

五
才
～
六
〇
才
は
一
月
二
三

日
と
い
う
設
定
で
五
世
代
に

分
別
し
一
月
末
に
五
日
間
）

に
開
催
。
多
く
出
さ
れ
た
問

題
は
五
五
才
と
五
七
才
の
賃

金
カ
ッ
ト
。
貨
物
で
は
五
五

才
か
ら
三
割
カ
ッ
ト
、
成
果

主
義
賃
金
は
問
題
、
車
両
所

の
移
転
は
不
安
、
エ
ル
ダ
ー

社
員
問
題
等
。
多
く
の
組
合

員
の
声
を
聞
け
た
の
は
成
果
。

◆
集
会
・
大
衆
行
動
～
二
月

十
二
日
に
春
闘
討
論
会
（
支

部
執
行
部
と
分
会
長
）
、
三

月
一
四
日
に
配
転
者
交
流
会
、

三
月
二
八
日
、
春
闘
総
括
集

会
（
貨
物
）
、
四
月
一
八
日
、

郡
山
・
若
松
両
派
出
と
の
交

流
、
四
月
二
三
日
、
安
全
問

題
チ
ラ
シ
配
布
、
三
・
七
と

三
・
八
各
集
会
へ
は
五
割
参

加
。
貨
物
ベ
ア
ゼ
ロ
・
安
全

問
題
検
証
集
会
。

◆
機
関
紙
活
動
～
今
年
に
入

り
現
在
（
５
／
７
）
ま
で
九

五
～
一
一
二
号
発
行
。

◆
佐
久
間
さ
ん
が
三
月
二
一

日
、
五
三
才
で
他
界
。
子
供

の
関
係
で
奥
様
も
働
け
な
い

状
況
。
遺
族
支
援
の
取
組
み

を
行
う
が
、
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

〇
郡
山
駅
連
合

千
葉
執
行
委
員

◆
本
日
運

輸
区
班
は

郡
山
運
輸

区
（
会
社

施
設
）
で
交
流
会
を
開
催
し

て
い
る
。

◆
春
闘
要
求
一
四
七
項
目
。

駅
長
へ
の
要
請
を
三
役
で
。

即
改
善
の
も
の
も
あ
り
、
対

立
・
平
行
線
は
団
交
へ
。

◆
新
採
獲
得
の
取
り
組
み
。

役
員
名
刺
（
顔
写
真
入
り
）

を
作
成
し
、
駅
長
を
含
め
た

歓
迎
会
を
企
画
し
た
が
、
結

果
は
二
二
日
全
て
他
労
組
へ
。

寮
で
歓
迎
会
と
加
入
を
さ

せ
て
い
た
模
様
だ
が
、
組
合

幹
部
し
か
把
握
し
て
い
な
い
。

◆
郡
山
駅
連
と
い
う
、
広
く

職
種
の
多
い
分
会
は
役
員
が

大
変
な
苦
労
。

物
販
一
日

で
一
五
〇
㎞
走
る
。
細
分
化

し
た
分
会
、
例
え
ば
運
輸
区

と
分
け
る
と
か
検
討
し
な
け

れ
ば
。
若
い
人
と
の
関
わ
り

も
、
ま
た
駅
か
ら
車
掌
に
行
っ

た
場
合
、
継
続
し
た
関
わ
り

が
困
難
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
拡
大
運
動
を
重
ね

て
い
く
事
が
大
切
で
は
。
分

会
の
再
度
の
再
編
を
要
請
す

る
。

〇
郡
山
信
通
技
セ

堀
口
執
行
委
員
長

◆
郡
山
分

連
協
の
五

分
会
が
要

求
の
申
し

入
れ
を
し
、
受
取
り
は
な
い

が
話
し
合
い
は
し
た
。
後
の

幹
事
会
で
総
括
。

春
闘
の
取
り
組
み
と
組
織

拡
大
で
は
先
行
す
る
郡
山
駅

連
に
見
習
っ
て
取
組
む
事
を

提
起
。

◆
分
会
と
し
て
久
し
振
り
に
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。



申
し
入
れ
。
一
人
一
要
求
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
三
回
の
執
行

委
員
会
を
経
て
集
約
し
提
出
。

受
け
取
り
は
な
い
が
、
所
長

と
総
務
が
対
応
し
、
約
一
時
間

程
度
一
項
目
ず
つ
話
を
し
た
。

内
容
で
「
薬
品
や
洋
式
ト
イ

レ
の
要
求
は
職
場
の
安
全
委
員

会
で
意
見
を
出
し
て
も
ら
え
れ

ば
対
応
す
る
」
な
ど
言
っ
た
な

り
の
対
応
が
あ
り
、
職
場
の
中

の
様
々
な
場
を
活
用
し
て
意
見

を
言
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

感
じ
た
。
分
会
と
し
て
の
総
括

は
ま
だ
だ
が
、
一
様
に
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
。

◆
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
。
職

場
は
四
割
が
二
〇
代
～
三
〇
代

の
若
者
。
今
年
は
偶
然
話
を
す

る
機
会
を
得
、
国
労
の
話
が
で

き
た
。
入
社
時
期
だ
け
で
な
く

通
年
、
ど
ん
ど
ん
国
労
の
ア
ピ
ー

ル
を
し
な
が
ら
関
わ
り
を
持
ち

た
い
。
他
労
組
は
今
年
の
新
採

に
対
し
、
寮
で
歓
迎
会
を
開
催

し
て
い
る
。
組
合
に
加
入
し
て

か
ら
の
歓
迎
会
か
、
加
入
さ
せ

る
た
め
な
の
か
は
不
明
。

〇
貨
物
宮
城

内
田
執
行
委
員

◆
四
月
二

三
日
の
執

行
委
員
会

に
お
い
て

〇
八
春
闘
の
中
間
総
括
。
〇
八

春
闘
は
二
月
一
九
日
の
全
体
集

会
（
宮
城
野
駅
会
議
室
借
用
一

二
名
参
加
）
か
ら
始
ま
り
以
下

の
確
認
を
し
て
き
た
。

分
会

の
集
中
取
り
組
み
期
間
を
三
月

一
〇
日
か
ら
一
四
日
と
し
中
心

は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
分
会
長
申

し
入
れ
。
他
に
本
社
・
支
社
Ｆ

Ａ
Ｘ
行
動
、
は
が
き
・
ジ
ャ
ン

ボ
は
が
き
行
動
、
社
宅
チ
ラ
シ

配
布
、
宮
城
野
駅
・
仙
台
総
鉄

で
の
早
朝
門
前
チ
ラ
シ
配
布
・

組
合
旗
掲
揚
、
諸
要
求
署
名
行

動
（
三
〇
名
の
組
合
員
で
一
〇

〇
名
分
の
社
員
署
名
を
集
約
）
、

現
場
長
申
し
入
れ
は
三
月
二
四

日
に
仙
台
保
全
セ
ン
タ
ー
、
四

月
に
入
っ
て
か
ら
仙
台
総
鉄
部

に
申
し
入
れ
。
三
・
七
と
三
・

八
は
二
九
名
参
加
で
九
七
％
。

し
か
し
結
果
は
三
月
二
一
日
に

ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
。
組
合
員
か
ら

は
「
ま
た
か
・
・
・
」
「
分
会

と
し
て
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
」
「
ベ
ア
ゼ
ロ
で
報
告

集
会
は
な
い
。
抗
議
集
会
と
す

べ
き
」
等
の
意
見
。
夏
季
手
当

に
つ
い
て
は
分
会
で
意
思
統
一

し
て
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
で
闘
い

た
い
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

た
。

◆
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
。
東

北
支
社
四
五
名
採
用
。
研
修
終

了
日
の
四
月
三
〇
日
に
加
入
用

紙
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
配
ろ
う
と

し
た
が
、
会
場
を
移
さ
れ
空
振

り
に
。
今
後
い
つ
ど
こ
で
加
入

し
た
か
等
の
確
認
を
し
て
い
く
。

〇
郡
山
駅
連
合

佐
藤
執
行
委
員
長

◆
貨
物
の
和

解
に
付
随
す

る
問
題
。
昨

年
八
月
に
貨

物
福
島
分
会
の
滝
田
さ
ん
に
対

し
郡
山
か
ら
五
〇
〇
㎞
も
離
れ

た
青
森
へ
の
強
制
配
転
が
行
わ

れ
た
。
和
解
協
議
の
最
中
で
あ

り
、
納
得
が
い
か
な
い
と
い
う

組
合
員
の
声
。
地
方
本
部
と
本

部
に
対
し
て
仲
間
を
戻
す
運
動

を
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と

を
要
請
す
る
。

〇
小
牛
田
運
輸
区

佐
藤
執
行
委
員
長

◆
現
場
長
と
の
話
し
合
い
の
過

程
で
文
書
を
コ
ピ
ー
。
組
合
の

機
関
名
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
三

役
の
氏
名
で
提
出
だ
が
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
。

◆
会
社
の
講
習
室
を
借
り
、
初

め
て
集
会
を
し
た
。
寒
い
時
期

で
も
あ
り
暖
房
の
関
係
な
ど
で

参
加
率
は
非
常
に
良
か
っ
た
。

◆
早
坂
純
一
君
の
退
職
。
サ
ッ

カ
ー
の
コ
ー
チ
を
し
た
い
と
い

う
夢
。
残
念
だ
が
本
人
の
人
生

と
い
う
こ
と
。

運
輸
区
と
い
う
職
場
は
既
に

他
労
組
に
入
っ
て
か
ら
し
か
配

属
さ
れ
な
い
た
め
、
中
々
振
り

向
い
て
も
ら
え
な
い
。
仲
良
く

な
る
と
他
職
場
に
・
・
難
し
い
。

〇
福
島
地
区

星
執
行
委
員
長

◆
春
闘
の
取
り
組
み
。
三
・
七

は
一
〇
名
、
三
・
八
は
一
四
名

で
五
割
強
％
の
参
加
。
要
請
行

動
は
四
班
で
申
し
入
れ
を
意
思

統
一
。
駅
班
で
は
改
札
レ
ジ
ス

タ
ー
の
問
題
で
四
月
二
二
日
に

申
し
入
れ
。
職
場
改
善
要
求
等

は
こ
れ
か
ら
。
運
輸
区
班
で
は

三
月
に
提
出
し
た
が
、
受
け
取

り
拒
否
。
電
気
班
で
は
、
福
島

は
メ
セ
の
た
め
技
セ
に
上
げ
話

を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

保
線
班
で
は
一
四
項
目
を
ま

と
め
所
長
へ
提
出
す
る
も
受
け

取
り
は
拒
否
。
社
員
の
要
求
で

あ
る
と
し
て
粘
り
、
結
局
各
項

目
だ
け
を
書
い
た
も
の
を
提
出

し
、
解
決
出
来
な
い
も
の
は
上

部
機
関
に
上
げ
る
と
話
を
し
て

き
た
。
所
長
は
沢
山
溜
め
な
い

で
、
書
面
で
な
く
と
も
問
題
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

と
い
う
姿
勢
。

◆
各
班
の
実
態
～
駅
班
。
列
車

が
遅
れ
た
時
、
案
内
放
送
が
不

十
分
で
あ
る
と
し
て
苦
情
が
多

い
。
要
員
が
足
り
な
い
た
め
だ

が
、
助
役
等
の
対
応
を
求
め
る
。

冬
期
対
策
～
二
週
間
延
長
に

な
っ
た
が
一
部
の
駅
で
は
そ
の

理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
。

弁
納
制
度
～
故
意
的
か
注
意
力

が
足
り
な
い
の
か
と
い
う
判
断

が
曖
昧
。
電
力
は
新
幹
線
の
工

事
指
揮
者
の
兼
務
の
扱
い
が
各

職
場
で
違
う
。
年
度
末
工
事
で

墜
落
事
故
が
多
発
し
た
。

運
輸
、
冬
期
間
の
奥
羽
本
線

一
〇
一
Ｍ
は
乗
客
を
乗
せ
て

「
確
認
車
」
と
い
う
扱
い
は
お

か
し
い
の
で
は
。
遠
距
離
通
勤

の
解
消
を
求
め
る
。
出
勤
遅
延

の
多
発
。
列
車
窓
か
ら
紙
パ
ッ

ク
捨
て
て
乗
務
停
止
や
便
乗
中

に
新
聞
読
ん
で
乗
務
停
止
。

◆
福
島
交
通
に
会
社
更
正
法
が

適
用
。
分
会
と
し
て
福
島
交
通

労
組
三
支
部
へ
カ
ン
パ
と
檄
布

を
持
っ
て
激
励
に
。

〇
仙
台
駅
連

木
藤
副
執
行
委
員
長

◆
事
情
が
あ
り
大
変
疲
れ
て
い

る
が
、
一
言
だ
け
。
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
。
食
事
会
等
を
行
っ

て
い
る
。
国
労
は
仕
事
を
良
く

知
っ
て
い
る
し
話
を
聞
き
易
い

と
い
う
声
。
四
月
二
二
日
、
岩

沼
寮
で
他
労
組
役
員
が
「
一
企

業
一
組
合
」
と
主
張
し
加
入
を

迫
っ
た
と
い
う
情
報
。
仙
台
駅

分
会
は
新
採
の
獲
得
に
向
け
粘

り
強
く
取
り
組
む
。

〇
貨
物
福
島

橋
本
書
記
長

◆
春
闘
。
三
月
一
一
日
現
場
長

交
渉
を
実
施
。
現
場
長
は
真
剣

に
話
を
聞
き
、
過
去
何
度
か
職

場
改
善
を
実
施
。
本
社
へ
の
賃

上
げ
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
や
春
闘

要
求
署
名
（
一
三
名
の
組
合
員

で
二
四
名
分
の
社
員
署
名
を
集

約
）
の
取
り
組
み
。
三
・
七
と

三
・
八
は
一
一
名
参
加
で
八
五

％
が
結
集
。
三
・
七
終
了
後
、

東
北
貨
物
の
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、
東
北
の
仲
間
か
ら
は

「
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
べ
き
」

の
声
。
ま
た
三
月
二
一
日
の
ベ

ア
ゼ
ロ
回
答
に
対
し
て
「
報
告

集
会
」
で
な
く
抗
議
だ
ろ
う
と

い
う
職
場
の
意
見
。
和
解
の
関

係
で
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
が
、

そ
の
最
中
で
滝
田
さ
ん
が
青
森

へ
。
会
社
は
要
員
不
足
を
主
張

し
た
が
、
要
員
は
足
り
て
い
る
。

早
期
に
郡
山
へ
戻
す
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

〇
山
形
県
支
部

原
田
執
行
委
員
長

◆
春
闘
。
三
・
七
と
三
・
八
は

目
標
に
届
か
な
か
っ
た
。
職
場

集
会
を
開
催
し
た
箇
所
は
新
庄

と
山
形
保
技
セ
。
新
庄
は
初
め

て
の
会
社
施
設
で
の
集
会
。
地

本
書
記
長
が
職
場
へ
挨
拶
。
山

形
は
休
憩
室
で
集
会
を
開
催
し
、

職
場
要
求
を
ま
と
め
三
月
三
一

日
、
所
長
へ
提
出
す
る
も
「
科

長
を
通
し
て
」
と
な
り
、
科
長

経
由
と
な
っ
た
が
提
出
に
留
ま
っ

て
い
る
。

雪
国
故
に
、
会
社
で
除
雪
し

更
に
家
庭
で
も
除
雪
と
い
う
こ

と
で
体
が
疲
れ
き
っ
て
お
り
、

春
闘
ま
で
中
々
・
・
・
と
い
う

声
も
率
直
に
あ
り
、
ど
う
克
服

し
て
い
く
か
が
課
題
。

要
求

を
勝
ち
取
れ
な
い
の
で
な
い
か

と
い
う
諦
め
も
。
地
域
の
春
闘

と
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
提
起

も
し
た
が
「
連
合
」
に
加
入
し

て
い
な
い
た
め
、
地
域
の
方
々

と
の
共
闘
や
交
流
が
出
来
な
か
っ

た
。

◆
山
形
と
新
庄
に
お
い
て
組
織

拡
大
に
絞
っ
た
集
会
を
開
催
す

る
予
定
。

◆
他
労
組
の
組
織
加
入
の
行
動

に
際
し
、
不
法
・
不
当
性
が
な

い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

◆
貨
物
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

て
は
戦
術
委
員
会
と
い
う
民
主

的
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
そ
ち

ら
に
判
断
し
て
い
て
も
ら
う
し

か
な
い
。

◆
滝
田
さ
ん
の
件
。
人
事
は
本

社
が
支
社
に
対
し
属
人
を
異
動

さ
せ
る
権
限
は
な
い
。
我
々
に

出
来
る
事
は
和
解
の
趣
旨
を
現

場
段
階
ま
で
周
知
徹
底
さ
せ
る

こ
と
。
そ
れ
を
受
け
東
北
支
社

の
中
で
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り

が
行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。

◆
郡
工
支
部
佐
久
間
さ
ん
の
遺

族
支
援
カ
ン
パ
の
件
、
連
名
で

取
り
組
み
を
し
た
い
。
理
解
と

協
力
を
。

◆
組
織
が
広
す
ぎ
る
と
い
う
話
。

大
会
等
で
機
関
の
あ
り
方
等

で
議
論
を
し
て
き
た
経
過
あ
り
。

新
採
が
郡
山
駅
連
に
毎
年
一

〇
名
加
入
、
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
検
討
も
あ
る
が
、
逆
に
減
っ

て
い
る
状
況
で
細
分
化
は
議
論

に
至
ら
な
い
。
今
後
組
織
の
括

り
と
あ
り
方
は
そ
の
時
々
で
一

番
良
い
形
に
変
更
し
た
い
。

◆
滝
田
さ
ん
の
話
。
東
北
協
議

会
の
窓
口
で
滝
田
さ
ん
の
扱
い

に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。
詳

細
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
和
解

の
席
に
載
ら
な
い
で
き
た
経
過

が
あ
る
。
冬
期
が
終
了
後
戻
す

と
い
う
含
み
の
話
が
あ
り
、
そ

れ
な
ら
ば
和
解
の
席
に
は
載
せ

な
い
と
し
て
き
た
。
結
果
的
に

は
会
社
の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

人
間
の
考
え
で
あ
っ
て
、
支
社

全
体
の
考
え
で
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
。
支
社
が
青
森
に
異
動

さ
せ
た
要
因
も
あ
り
、
そ
う
で

す
か
、
と
い
う
状
況
に
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
五
〇

〇
㎞
離
れ
た
箇
所
へ
の
単
身
赴

任
で
あ
り
、
貨
物
協
議
会
と
共

に
戻
す
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

◆
春
闘
の
取
り
組
み
と
組
織
拡

大
と
い
う
二
つ
の
柱
に
絞
っ
て

皆
さ
ん
に
報
告
を
頂
い
た
。
そ

の
報
告
を
聞
い
て
感
じ
取
っ
て

も
ら
っ
た
通
り
。
一
つ
は
職
場

で
自
分
達
の
具
体
的
な
要
求
を

改
善
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
分
会
と
し
て
ど
う
組
合

員
の
要
求
を
前
進
さ
せ
る
の
か

と
取
り
組
み
を
し
て
き
た
結
果
。

今
日
報
告
し
た
分
会
、
そ
こ
ま

で
至
っ
て
い
な
い
分
会
も
、

「
み
ん
な
や
っ
て
い
る
の
だ
」

と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
今
春
闘

の
成
果
で
な
い
か
。
状
況
と
情

報
を
全
体
が
共
有
化
す
る
こ
と

が
大
切
。

◆
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
。
汗

を
か
い
た
人
は
今
回
の
結
果
は

間
違
い
な
く
悔
し
い
思
い
。
足

と
手
を
使
っ
た
こ
と
が
ま
た
一

歩
前
進
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
ど

う
次
の
力
に
す
る
か
。
本
日
の

会
議
に
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
あ
っ

た
と
思
う
が
全
体
に
返
す
役
割

を
地
本
が
行
っ
て
い
く
。

◆
課
題
を
提
起
さ
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
機
関

に
持
ち
帰
り
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
運
動
と
合
わ
せ
前
進
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

※
編
集
部
よ
り
お
詫
び

紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、

発
言
し
た
一
部
の
方
の
写
真
を

掲
載
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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